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発行所

長浜町役場

愛媛県喜多郡

印刷所愛媛協同印刷i仮

4月末人口世帯数

人口 14，293人

C 4月中の異動=転入

党転出147 出生8

死亡 4 職権記載 2

職権消除 2=51人減〕

l 世帯数 3，8お世帯

l!: (4月中の異動ニ
2世帯増〕
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処
理
対
策
な
ど
大
幅

る
、
た
く
ま
し
い
大
型
ゴ
ミ
焼
一
能
力
(
一
日
四
J
)
と
比
べ
る
一

-z
一=、

却
場
(
正
式
に
は
「
じ
ん
芥
焼
一
と
約
五
倍
も
の
威
力
、
事
業
所
一
;

一

一

一

週

間

一

回

だ

っ

た

一

般

家

却
場
」
)
が
、
こ
れ
ま
で
と
向
↑
分
を
除
い
て
、
現
在
収
集
区
域

一

一

庭

の

ゴ

ミ

収

集

日

を

一

週

間

二

じ
と
こ
ろ
に
四
月
二
十
六
日
完
一
内
か
ら
出
る
一
般
家
庭
の
ゴ
一

↑

一

回

に

し

ま

し

た

o

(

あ
と
に
地

成
五
月
十
七
日
か
ら
処
理
対
策
一
の
平
均
量
は
、
一
日
五

t
六
ト
二

一

一

区

別

ゴ

ミ

収

集

日

な

ど

掲

載

)

を
大
幅
に
改
善
し
て
操
業
を
開
↑
で
す
か
ら
、
こ
の
上
に
事
業
所
一

始

し

ま

し

た

。

一

か

ら

出

る

ゴ

ミ

を

加

え

て

も

、

一

A
V
事
業
所
ゴ
ミ

O
K

こ
れ
で
、
悩
み
の
タ
ネ
と
い
一
余
力
十
分
と
い
っ
た
た
く
ま
し
一
処
理
能
力
不
足
で
受
け
付
け

わ
れ
る
ゴ
ミ
処
理
問
題
も
、
私
一
い
も
の
で
す
。
さ
ら
に
も
う
二
不
能
だ
っ
た
事
業
所
の
ゴ
ミ
も

た
ち
の
町
で
は
解
消
、
衛
生
的
一
つ
、
こ
れ
ま
で
処
理
方
法
に
頭
一
今
後
は
全
部
処
理
で
き
る
こ
と

な
町
づ
く
り
に
思
い
切
り
取
り
一
を
痛
め
て
い
た
不
燃
物
に
つ
い
一
に
な
り
ま
し
た
。
(
あ
と
に
処

組
め
る
根
本
的
な
条
件
が
撃
つ
↑
て
も
圧
砕
装
置
が
設
け
ら
れ
、
一
理
方
法
な
ど
掲
載
)

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
一
合
理
的
に
処
理
が
で
き
る
こ
と
一
。
不
燃
物
月
三
回
収
集

一
日
二
十
ト
ン
の
処
理
能
力
と
一
に
な
り
ま
し
た
。
一
こ
れ
ま
で
は
、
各
区
ご
と
に
一

一
置
い
て
あ
る
不
燃
物
入
れ
が
い
一

眠

薬

日

変

え

盟

二

司

こ

-

っ

ぱ

い

に

な

っ

た

ら

、

区

の

方

一

同
時
信
フ

E
E
Y
Z
F
、
真
一
一

K
Mド

F
h
一
の
連
絡
で
収
集
を
し
て
い
ま
し
一

一
た
が
、
今
後
は
一
か
月
に
三
回
一

事
業
所
の
ゴ
ミ
も
O
K

一し汗一一日
r
k
ドれしい一

一
回
っ
て
収
集
す
る
こ
と
に
な
り
一

こ
の
焼
却
場
の
完
成
で
、
町
ミ
処
理
対
策
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
一
ま
し
た
。

で
は
、
五
月
ト
七
日
か
ら
、
ゴ
一
改
善
し
ま
し
た
。
一

一

の
一
一
もな〉え

krmu 

刷
N i

l
一

収
につ集
回ぎ日
りの
ま表収
すの集
。と区
お域
り内
ー に
週限
間り
にい
二 ず
回れ
、の

栄区
めも

せ
っ
か
く
こ
ん
一

点

舗

な

立

派

な

施

設

が

引

鰐

で

き

た

の

で

す

か

て
い
ら
、
ぜ
ひ
利
用
し
一

効
た
て
い
た
だ
き
、
清
一

鶴
肌
潔
な
町
づ
く
り
に
一

一

ミ

利

ご

参

加

く

だ

さ

一

曜

日

一

収

集

区

一

一

一

ゴ

暗

い

。

ヂ
ヴ

i
M
(内
日

正

一

日

記

二

一

議

一

l
ご
み
は
燃
や
し

「

l

h出
何
回
い
凶
ト
同
|
|
一
一
一
で
肱
一
て
灰
に
す
る
か
、

一

;

一

間

1
2
・ぉ

t
お
・
円
四
(
一
部
は
一
一
一
司
位
一
埋
め
て
土
質
化
し

'
一
火
・
金
水
・
土
)
-
U
(
一
部
は
水
。
土
)
・
一
一
一
の
い
一
工
、
主
)
、
二
コ

三
百
(
一
部
は
水
。
土
)
・
必
・
叩
一
一
一
内
る
一
泊
し
防

t
と

ι

ゴ

「

|

|

珂

羽

川

明

州

-
M
U
U
一
一
一
宏
一
地
球
上
の
と
こ
か
一

水
・
土
一
U
-
%
a
却

i
お

二

一

一

必

l
i
J

刊
一
で
ハ
エ
や
ウ
ジ
を
一

l
i
l
-
-

一
一
一
臨
時
一
わ
か
せ
る
結
果
と
一

方
法
こ
れ
ま
で
ど
お
り

=
2
カ
た
ま
っ
た
孟

4
5
i
一
な
り
ま
す
l

一

ら
、
必
ず
じ
よ
う
ぶ
な
袋
に
つ
め
、
口
を
し

B
i
l
l
-
-

っ

か

り

と

結

ん

で

収

集

車

の

通

り

口

ま

で

出

↑

し

て

く

だ

さ

い

。

一

料
金
こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
道
路
ば
た
の
家
庭
州
制
寵
川
川
為
雪
山
川
一

の
場
合
は
一
か
月
七
十
円
、
収
集
車
の
通
り
一
川
昆
富
岡
川
川

d
Z川
川

一

一

口
ま
で
に
あ
る
程
度
距
離
が
あ
り
自
分
で
運

M白
川

:

川

町

一

一

一

一

、

は

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

家

庭

の

望

号

一

か

一

v

議

刀
五
十
円
で
す
o

一
長
浜
町
議
会
の
第
一
回
臨
時
一
四
糊

会
が
四
旦
て
寸
六
日
開
か
れ
、
一
マ
時

ー
事
割
引
剖
引
斗
一
一
日
河
川
県
巳
い
諸
問
日
日
二
一
司

-

一

ま

し

た

。

一

方
法
町
を
汚
さ
な
い
運
搬
物
に
よ
り
、
各
事
一
一
決
ま
っ
た
こ
と
は
つ
ぎ
の
と
一
-

業
所
独
自
で
焼
却
場
ま
で
運
び
、
係
員
の
指
一
お
り
で
す

Q

一
の
船
し
か
接
岸
で
ま
な
い
た
め

示
に
し
た
が
っ
て
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。
一

1

1

1

1

1

1

一
今
後
予
想
さ
れ
る
大
型
企
業
専

受

付

日

曜

日

を

除

く

毎

日

、

午

前

八

時

半

か

一

一

周

の

岸

壁

の

建

設

が

望

ま

れ

て

ら

午

後

三

時

ま

で

の

間

一

γぷ
量
三
よ
」
一
い
ま
し
た
が
、
今
回
建
設
予
定

料
金
書
ご
と
豆
に
よ
っ
て
決
め
る
こ
と
に
一

r
J為
も
ご
入

L
一
の
専
用
岸
壁
沿
い
は
水
深
が
七

な
っ
て
い
ま
す
c

ム
地
撤
齢
構
一
年
医
師
時
山
ト
削
U

)J一
盤

、

一

三

三

三

な

り

手

。

一

仁

王

r主

ロ

ど

こ

の

専

用

岸

壁

の

建

設

に

と

方

法

一

一

も

な

い

、

総

埋

立

て

面

積

は

当

各

区

ご

と

に

置

い

て

あ

る

不

燃

物

入

れ

に

各

一

初

の

三

十

万

六

千

六

百

八

十

五

自
持
っ
て
い
っ
て
入
れ
て
く
だ
さ
い
一
こ
の
ほ
ど
愛
媛
県
知
事
か
ら
一
・
四
五
平
方

M
か
ら
三
十
一
万

収

集

日

一

「

黒

田

沖

埋

立

て

地

に

付

随

し

一

三

百

二

十

六

・

八

五

平

方

が

に

毎
月
十
日
、
二
十
日
、
三
十
日
に
不
燃
物
置
一
て
、
誘
致
企
業
の
専
用
岸
壁
建
一
な
り
、
造
成
費
も
八
千
五
百
万

才
場
ま
で
回
っ
て
収
集
し
ま
す
。
一
設
の
た
め
、
さ
ら
に
三
千
六
百
一
円
増
え
、
十
四
億
七
千
四
百
十

一
四
十
一
・
四
平
方
阿
川
(
約
千
百
一
万
円
か
ら
十
五
億
五
千
九
百
十

一
坪
)
を
追
加
埋
め
立
て
し
た
い
一
万
円
に
な
り
ま
す
。

一
の
で
、
地
元
議
会
の
意
見
を
う
一

一
か
が
い
た
い
」
と
の
諮
問
が
あ
一

一
っ
た
た
め
、
と
れ
を
審
議
、
結
一
置

一
果
長
浜
町
議
会
と
し
て
は
異
議
一
位

の
な
い
こ
と
を
公
回
申
す
る
こ
と
一
て

に

決

定

し

ま

し

た

。

一

立

計
画
に
よ
る
と
、
専
用
岸
壁
一
岨

一
と
な
る
の
は
、
現
在
の
理
立
て
一
子

一
地
の
う
ち
第
四
工
区
の
沖
あ
い
一

A
↓

(
図
面
の
と
お
り
)
で
、
長
さ
戸
駅

百
七
十
阿
川
、
幅
二
十
一
@
堕
三
目

一
平
方

M
で

す

。

一

引

一
と
の
岸
壁
が
完
成
す
る
の
は
一
七
千

一
全
部
の
埋
立
て
が
終
わ
る
今
年
一
い
ん
じ

一
の
十
二
月
ご
ろ
の
見
と
お
し
。

-
C

一
現
在
の
長
浜
港
の
岸
壁
は
水

一
深
が
わ
ず
か
五
凶
と
浅
い
う
え

一
港
内
が
狭
く
、
操
船
上
の
技
術

一
的
な
問
題
か
ら
も
三
千
ト
ン
程
度

。コもる
〉

え燃

完成した大型じん芥焼却場

ー

γ占

I
d
q
 

会式

り

市

陣

門
H
U

寸
I
J

え
ヨ
ミ

ワ

ム

円

u
a非

日

市

町

陽

ー

あ

ふ

太

処理能力

煙突の高さ

総工費

施工者

コ工E工工ロ

長浜港

りの発生地ゴキゴミの不始京I誌J¥I.，
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す ず 円円のの しえ補今事ま日 i

るーは能り 動ーもる切の地れい肝ぷ浜たうと学な思らたの意|ての生動る街く車路がい通は量に害もかどる
。ぺ 私 に でか寸駐がつ置区らとじん町くよい紛つうふく社気卜、生にきと地ょやが起かがなそ大ガ、りと。現
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重重ヨ諸冨誼霊童

黒
田
沖
埋
立
て
地
に
進
出
す

る
工
場
に
必
要
な
水
を
送
る
た

め
、
工
業
用
水
道
の
新
設
工
事

を
今
年
七
月
一
日
か
ら
来
年
の

七
月
末
ま
で
の
約
一
年
間
お
こ

な
ラ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

イ
」
取
水
地
は
下
須
戒
の
郷
地
区

寸
ノ
で
、
五
十
馬
力
水
中
ポ
シ
プ
三

ま
台
で
(
内
一
ム
口
予
備
)
一
日
七

ー
レ
千
立
方
好
の
工
業
用
水
を
揚
水

3

す
る
計
画
で
す
。

判
配
水
管
路
は
図
の
と
お
り
で

，
刀
取
水
地
↓
大
和
橋
(
添
加
)
↓

ね
上
老
松
↓
仁
久
↓
駒
手
町
↓
昭

h
p
和
通
り
↓
ょ
こ
ち
ょ
う
↓
東
新

汁
J

地
↓
県
道
長
浜
郡
中
線
で
あ
る

i
農
協
選
果
場
前
↓
長
浜
駅
↓
理

市
臼
立
て
地
ま
で
の
四
千
八
百
十
七

ζ

M
で
す
。

「u

布
設
す
る
パ
イ
プ
の
大
き
さ

は
、
送
水
管
が
直
経
二
百
五
十

号
、
配
水
管
が
三
百
号
の
も
の

で
す
。長

い
期
間
の
工
事
で
す
の
で

み
な
さ
ま
に
大
変
ご
め
い
わ
く

7月から4，817メートル

(一回目ー甲ーのところ〕路水道配水管業用工

や
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
一
で
は
交
通
な
ど
の
都
合
で
、
夜

よ
ろ
し
く
ど
協
力
を
お
願
い
い
一
間
工
事
に
な
る
見
と
お
し
で

た

し

ま

す

。

一

す

。

こ

の

点

重

ね

て

ど

協

力

を

な
お
、
長
浜
町
内
、
市
街
地
一
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

圏
畏
年
金
い
よ
い
よ
支
給

国
民
年
金
制
度
が
実
施
さ
れ

て
か
ら
十
年
に
な
り
ま
す
が
、

い
よ
い
よ
今
年
度
か
ら
待
望
の

老
令
年
金
、
通
算
老
令
年
金
の

支
給
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

老
令
年
金
や
通
算
老
令
年
金

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
方

は
、
こ
の
十
年
間
の
内
、
必
要

な
期
間
国
民
年
金
に
加
入
し
て

い
て
、
保
険
料
を
と
ど
と
お
り

な
く
納
め
、
し
か
も
、
今
年
度

中
に
六
十
五
才
に
達
す
る
方
、

つ
ま
り
、
明
治
三
十
九
年
四
月

二
日
か
ら
明
治
四
十
年
四
月
一

日
ま
で
の
聞
に
生
ま
れ
た
方
で

す。
四
月
か
ら
請
求
手
続
の
受
け

付
け
も
開
始
さ
れ
、
六
月
の
初

め
に
は
年
金
証
書
を
交
付
、
そ

し
て
、
二
月
、
五
月
、
八
月
、

十
一
月
の
各
支
給
日
に
三
か
月

分
づ
っ
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
支
給
の

ス
タ
ー
ト
は
、
こ
と
し
八
月
か

ら
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す。
支
給
額
は
、
一
か
月
分
五
千

円
で
す
か
ら
、
各
支
給
日
に
は

一
万
五
千
円
。
つ
つ
の
年
金
が
支

給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

該
当
さ
れ
る
み
な
さ
ん
、
年
金

を
か
け
て
い
て
ほ
ん
と
ラ
に
よ

か
っ
た
で
す
ね
。

な
お
、
町
内
の
受
給
該
当
者

第
一
号
は
、
四
月
一
二
十
日
が
誕

生
日
の
豊
茂
の
松
田
ノ
ブ
ミ
さ

ん
で
、
誕
生
日
当
日
さ
っ
そ
く

請
求
手
続
を
済
ま
さ
れ
ま
し

た。

開発関誌

3
・
叫
昭
電
の
進
出
に
と
も

な
い
「
昭
電
松
山
事
務

所
」
で
き
る
(
松
山
市

一
番
町
、
正
和
ビ
ル
六

階
)

3・

U

区
長
会
役
員
会
の
要

請
に
答
え
「
昭
和
サ
ボ

ア
」
に
つ
い
て
町
長
説

明

3
・
引
開
発
公
社
役
員
会
ひ

ら
き
、
四
十
六
年
度
事

業
計
画
や
予
算
を
審
議

4
・
均
四
千
馬
力
の
波
涛
船

入
港

4
・
村
町
内
の
昭
電
第
二
次

新
入
社
員
、
長
野
県
の

大
町
工
場
へ
出
発

4
・
旬
黒
田
沖
埋
立
て
工
事

再
開

4
・
ゅ

I
2
長
浜
町
商
工
会

の
役
員
十
八
人
、
長
野

県
の
昭
電
大
町
工
場
と

塩
尻
工
場
視
察

4
-
却
青
島
電
気
導
入
事
業

説
明
会
ひ
ら
く

4
・
引

1
2
青
島
電
気
導
入

すちもこう
。や不れに年松受
ん自かよ金田給
が由らかをで者
うし時っかごず第
ι ま司たけて， -
孟せおとてミ号
7んこ思いさ
生。づいてん
でおかまほ一

一番最初の受給該当者で請求手続を いじいすんき
される豊茂の松田ノブミさん まいに。と閏

今な七，t1"，り物 かけ事申年の容無は 人 成 の
回ど室)今延は新か て業 し定 建し いじ 2に、増養
のがを八まべ、しっき 費 込 員 て て 老 め 日 増 定 改護
;:!i，-お始畳で三簡くてる千みを物い人喜出員員築老
桧もめの同百易増い十三がオでまな多巴しも工 人Zな、居六 二 耐 改 た二百あ lはすど郡はま五事ホ

間 食室百十火築も月六るパ狭が五内、し十が l
よど堂二七ーブさのか十こ lい 、ト の現 た人 こム
りり、つ十平ロれでら万とすうこ一身在。かの=

。炊、四方ツたす工 円か るえ れ人 寄町 らほ日
老 事六平射ク建。事をら入、まをり内 七 ど出
入 場 畳 方 造て にか総居毎で収のを 卜完巴

事
業
に
と
も
な
い
、
四

国
電
力
K
K
青
島
の
現

地
で
内
線
設
計
お
こ
な

v
qノ

4
e
沼
昭
電
、
問
問
、
町
の
三

者
、
企
業
誘
致
に
と
も

な
う
覚
書
と
公
害
防
止

協
定
の
改
訂
お
よ
び
昭

和
サ
ボ
ア
と
の
締
結
に

つ
い
て
協
議
会
ひ
ら
く

4
・
ぉ
臨
時
町
議
会
ひ
ら
き

県
知
事
か
ら
諮
問
の
あ

っ
た
埋
立
て
変
更
計
画

(
企
業
の
専
用
岩
壁
分

三
千
六
百
平
方
針
を
追

加
埋
立
て
す
る
こ
と
)

に
た
い
し
て
、
町
議
会

と
し
て
は
異
議
の
な
い

こ
と
を
答
申
す
る
こ
と

を
決
議

4
・

U

二
千
馬
力
淡
深
船
入

港

5
・
8

埋
立
て
変
更
計
画
申

請
許
可
(
県
知
事
か
ら
)

5
0
刊
は

I
M
本
町
の
臨
海
主

業
開
発
に
と
も
な
っ
て

通
産
省
、
四
国
通
産
局

愛
媛
県
の
三
者
、
「
長

浜
地
区
産
業
公
害
総
合

事
前
調
査
」
お
こ
な
う

5
・
什
覚
書
、
公
害
防
止
協

定
の
改
訂
と
締
結
に
つ

い
て
協
議
す
る
た
め
議

員
協
議
会
ひ
ら
く

埋

立

て

進

む

黒

田

沖

通

伊

P
1
l
i
‘

.

一

に

な

っ

た

ほ

か

、

老

人

夫

婦

用

先

端

隅

事

も

で

き

る

互

ハ

畳

個

室

が

七

室

新

し

く

建

二
ノ
』
』
ノ

i
4
1
4
1
一

、

一

て

ら

れ

、

こ

れ

ま

で

一

室

を

カ

-
A
Z

一It--
ア
ン
だ
け
で
区
切
っ
て
生
活

老
人
本

i
ム

増

改

築

一

し

て

い

た

老

人

夫

婦

も

気

兼

ね

一
な
く
生
活
で
き
る
よ
v

つ
に
な
り

た
ち
の
居
室
が
、
従
来
の
十
三
一
ま
し
た
。
な
お
、
た
だ
い
ま
入

室
か
ら
九
室
ふ
え
た
二
十
二
室
一
居
希
望
者
受
付
中

露
一
一
一
践
で

襲
撃
事
寝
に
も
閤
慰
問

春
の
町
政
連
絡
会
お
わ
る

.d.， 
コ~

今
後
の
町
政
の
あ
り
か
た
を

み
な
さ
ん
に
説
明
し
、
町
政
策

を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

町
で
は
、
春
の
町
政
連
絡
会
を

五
月
七
日
町
体
育
館
で
開
ぎ
ま

し
た
。会

に
は
、
町
内
の
各
公
職
関

係
者
、
産
業
、
文
化
な
ど
の
各

種
団
体
の
役
職
員
ら
約
二
百
二

十
人
が
出
席
、
円
回
収
入
役
か

ら
町
財
政
の
状
況
報
告
、
町
長

の
昭
和
四
十
六
年
度
施
政
方
針

の
そ
れ
に
各
課
長
か
ら
今
年
度
各

課
の
主
要
施
策
目
標
の
説
明
な

ど
を
熱
心
に
聞
い
て
い
た
だ
き

ま
し
た
、

ま
た
、
こ
の
あ
と
町
運
営
基

本
構
想
に
か
ん
す
る
意
見
の
聴

取
お
よ
び
質
疑
応
答
を
行
な
う

と
と
も
に
、
さ
る
四
月
二
十
七

日
開
か
れ
た
区
長
会
の
席
上
で

出
た
質
疑
に
た
い
す
る
応
答
を

A
口
わ
せ
て
行
な
い
ま
し
た
。

町
運
営
基
本
構
想
に
か
ん
す

る
意
見
の
う
ち
、
お
も
な
も
の

は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

。
い
こ
い
の
場
お
よ
び
文
化

施
設
を
建
設
さ
れ
た
い
(
白
滝

。
上
回
陸
夫
)
@
公
害
の
な
い

住
7
4
よ
い
町
、
青
少
年
の
不
良

行
為
の
な
い
町
、
老
人
が
余
生

を
楽
し
め
る
明
る
い
町
を
建
設

さ
れ
た
い
(
櫛
生
・
沖
野
要
)

@
公
害
事
前
調
査
を
早
急
に
お

こ
な
わ
れ
た
い
(
長
浜
・
山
木

権
六
)
@
各
地
区
に
医
者
を
設

置
し
て
医
療
体
勢
を
完
備
せ
よ

老
人
の
無
料
診
療
を
実
施
さ
れ

た
い
、
観
光
ル

l
ト
を
十
分
に

開
発
せ
よ
(
白
滝
・
児
玉
徳
五

郎
)
@
十
年
後
の
青
島
お
よ
び

本
町
の
水
産
業
の
構
想
を
ラ
か

が
い
た
い
、
商
庖
街
の
振
興
策

を
弐
ノ
か
が
い
た
い
、
長
浜
町
に

ひ
と
つ
の
名
物
を
つ
く
ら
れ
た

い
、
町
民
の
苦
情
を
な
く
す
る

よ
ラ
努
力
さ
れ
た
い
(
長
浜
・

宮
本
幹
之
進
)
@
そ
の
他
今
坊

の
矢
閥
次
衛
、
豊
茂
の
小
西
豊

己
、
下
須
戒
の
中
野
浩
、
渡
辺

ス
ミ
エ
、
長
浜
の
明
関
定
市
、

櫛
生
の
増
田
鼻
師
の
各
氏
か
ら

消
火
栓
の
設
置
、
道
路
の
改
善

有
線
放
送
施
設
の
改
良
な
ど
に

つ
い
て
の
要
望
な
ど
。

い 七る必 に六を H お置でなのかる地 つ五すと々下 い四次必りる 三えのの興 いニ二次危見す 実 期 農 農 都 大 画 装ーり(
答て、よ要答つ、出 K 、 す は い 地 し こ 区 答 い 、。こ継水答て、消要、も答、でかう事答て、万設険地。施に控道梅幅を答の、ま使項各区
え 消うなえい町し か こ る 共 の 区 、 と に え て テ ろ続道え 下化度毎のえ防すらち業え 集円置度かあす完道の樫に定え促町す且に地長
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設す急よ 修すかをまシ以や三いで櫛 培 し区て港 設 ま こ 円 か 望 置 し適、開 設て本こド交 によ全じ道、五備て道 まるのに
改。にく か。のすせテ下つ百ま建生 の てのお町 改すろの所のに て合要発 要い年ろ V通しろ面めて出年孟 の と囲聾お

宮間基れqS7FU蓄叫九五告。佐官日?詰量若手前LZ弓削耕雲皇賞宅答量 2
っ すし え 金 N な設落れ上しれ海に まな年の つ順であいて考も区振っ。十l踊ものま化早道松道ら計舗 あ

た長だ は課吉 岡町寛 よ者うと属 防砂十ば当い際用多ていがしが し十たの他だててなた にかっ彩九しのは事万 つにン八改上い井
大補つ課長氏髄 麗警舗 うやとりす答止利一作 でての価数保方あまあ答い、いでの使たいけ建答つらて(、てで鳴と一答い変を、良重ま戸
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宗に真に佐開道臨迅調 R係も取の 締落ダてる討継、意に考、た、 い長 が用にでがばで でしる物場たらしる故 てユ十年な。一
一園鍋鶴だ発課関警関 に者に締で取にとンも と し ぎ 意 見 な え も が 代 以 う の ま な な す 、 な 近 い てこにとだしての障非 欲!こ々も消っ
氏税典税つ課長麟霜雪 つに、を、締っしプよ い 、 、 匠 に っ て つ 、 表 前 件 標 んこるか今ら々ず 欲とシ長きて見でが常 しジ時おの火作
は務秋務た主だ醸器調 と十町強警権いてカ いう作経、よてはと種者にに札 しとおらまなのわし し)マ浜たいる、あ用 いッのこか栓る
収課氏課二幹つご~ '"め分と化察限てい!と結る賛区りいと別々のもつを てにそ、でい内も いは状 IJ¥いま必一つサ とク時ならもこ
納蓄 は収宮にた騨玄関 以た注ししとは くが 思論こな長、まのなの方こい作 い使れおが時に老 と見の学。す要日てイ いサ報い!国消と

民主盟諸客観 よ;手訂詩立山以む守持品て毛主見i訂控室RSで皇宮千ZEEF 品17手時t
につ課長氏道喜醐盤盟 ) る業らをに ののずれ適つの利大出使点討望Jτ 欲 き い り む し き し し 件いぬ迷 解る回大に にンレ。設術〈

沖
浦
は
今
年
、
防
火
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統計係の隠岐です。どうぞよろしく/

ほ ろ う く い司いでり た が ! 昭 み 業 け の て グ つ 少 く 百 人 大 三 四 三和九でこ民 こ理十たおいをを社のはれに
ど し勤 の氏 新た のた無ま在盛。四 f和ま統る皆は長たしら六が E 人十人三年すとが国な府億めこま出や会よ、るあ統
、くめど子宮し称だ事し任一 月;四す計わさ H 浜こたべ十昭九に五の十ーがを、政つを円多なすすろでうじほっ計

お ご た 推 の 司 て 号くそた中部 ~~十とのけんと町れ割る四和年減年最年万、調な上て中)額う。重う何なみどた係
願 指 い 選 弘 、 お まとの。はさ 日 2ー こ こ で に い も だ 合 と 万 四 五 り に 高に五わぺんーい心の(企だ要とか仕な、んそ
い導とにな秀りでと職み大ん 付 A 年のとす納ラなけと実人十千まはとは千がる人審まに費国画かなすま事縁統だん
申ご存そさ央まいもをな変ー で?に統を。得ムんのなにに五五しーな二二長のい基すこ用勢のら役れとでの計ろな
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げたすなせー さf名さの話 り 卜対とーいをしです近たー十全干の百人は勢とな 事つ 費と 政も 必た 、力 うと が
まっ。いつ言 感誉せおに ま 二象つった町なも。くの億九国三昭八が大調いる をてはす治つず仕今持仕恩役
す の よ よ か 謝宮て陰な し 件はて工だ民く、た減と四万の十和十昭正査う国 お総六るをて顔事のち事わ場

| 統計係すJ

カヲ電な朝蔓

武
倒
閣
問
答
ん

主主h

(一由高官)

覇

5月20日

長
浜
、
沖
浦
両
住
吉
神
社
、

青
島
神
社
、
黒
田
の
天
神
社
、

仁
久
の
稲
荷
神
社
、
今
坊
の
大

元
神
社
、
柴
の
一
宮
神
社
な
ど

の
宮
司
を
歴
任
さ
れ
て
い
た
長

浜
の
武
智
盛
一
郎
さ
ん
(
八
十

七
歳
)
が
こ
の
ほ
ど
全
国
で
三

人
目
の
名
誉
官
司
の
称
号
を
受

け
ら
れ
ま
し
た
。

名
誉
宮
司
と
い
う
の
は
、
五

十
年
以
上
宮
司
職
に
勤
続
さ
れ

た
宮
司
、
神
社
の
総
元
締
め
で

あ
る
神
社
本
庁
(
東
京
に
あ
る
)

の
理
事
を
十
五
年
以
上
勤
め
ら

れ
た
宮
司
で
あ
る
ほ
か
、
宮
司

と
し
て
の
勤
め
に
功
労
、
貢
献

さ
れ
た
宮
司
に
特
に
授
か
る
も

の
で
、
島
根
県
の
出
雲
大
社
、

京
都
伏
見
の
稲
荷
神
社
の
各
宮

司
に
つ
い
で
武
智
さ
ん
が
全
国

で
三
番
目
。

武
智
さ
ん
は
、
こ
と
し
の
三

月
末
、
健
康
上
の
都
合
で
宮
司

職
を
退
職
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

現
在
だ
い
ぶ
ん
お
元
気
に
な
ら

れ
、
庭
の
散
歩
な
ど
を
楽
し
ま

れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
後
任
の
宮
司
に
は
、

氏
子
の
み
な
さ
ん
か
ら
推
せ
ん

さ
れ
た
武
智
秀
夫
さ
ん
合
一
一
十

歳
、
盛
一
郎
さ
ん
の
お
孫
さ
ん
)

昭和46年 (1971年)(3) 

従

業

者

一

千

百

二

十

七

人

だ

つ

っ

て

い

る

。

毎

年

お

こ

な

わ

れ

民

謡

を

知

っ

て

い

た

た

め

思

わ

い

ら

な

い

の

で

、

一

、

一

一

か

月

た

の

が

、

昭

和

四

十

五

年

に

は

川

川

川

リ

ハ

る

本

部

で

の

大

会

で

、

四

十

五

ぬ

親

し

み

を

持

た

れ

た

ー

な

ど

出

席

さ

れ

て

見

て

か

ら

決

め

ら

九

十

二

件

従

業

者

一

千

二

百

八

パ

ペ

ー

川

年

に

は

合

唱

の

部

で

「

磯

浜

盆

と

、

芸

は

身

を

助

け

る

と

い

れ
た
ら
よ
い
と
の
こ
と
。

十
二
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

h

い
い
川
い
唄
」
を
歌
っ
て
第
一
位
、
四
十
思
い
を
し
ば
し
ば
体
験
で
き
た

れ

を

み

て

い

え

る

こ

と

は

件

数

川

川

川

川

川

六

年

は

「

嘉

瀬

の

奴

踊

り

」

を

こ

と

だ

と

い

う

o

最
後
に
、
支
部
長
の
吉
岡
英

は

減

り

つ

つ

あ

る

が

従

業

者

は

叶

l

川
川
い
歌
っ
て
第
二
位
を
獲
得
、
ま
た
民
謡
に
は
「
譜
」
が
な
い
。
則
さ
ん
の
こ
と
ば
と
会
員
を
紹

多

く

な

っ

て

い

る

、

つ

ま

り

大

会

員

の

ひ

と

り

団

側

功

一

さ

ん

譜

が

な

い

だ

け

に

、

先

生

に

正

介

し

ま

し

ょ

ラ

。

型

化

し

つ

つ

あ

る

と

い

ラ

こ

と

(

三

十

七

区

、

二

十

歳

)

は

、

し

い

リ

ズ

ム

を

習

ラ

こ

と

、

ま

「

会

主

鳥

谷

宝

山

先

生

を

は

が

全

国

の

一

万

分

の

一

と

い

ラ

一

れ

だ

け

に

N
H
K
の
ど
自
慢
で
「
三
坂
馬
た
、
ぜ
っ
た
い
に
欠
か
せ
な
い
じ
め
、
本
部
諸
先
生
方
の
暖
か

い
肘
れ
リ
リ
日
比
崎
市
川
比
一
の
悦
ね
ド
部
を
お
き
、
県
う
に
流
行
と
い
っ
た
ゆ
日
一
一
日
時
川
町
一
口
、
一
一
昨
日
品
目

d
u口
一
一
駐
日
一
荷
主
同
時
れ
い
♂
ト
い
ご
指
導
の
も
と
に
私
た
ち
民

で
す
o

一

内

に

約

五

十

の

支

部

が

あ

り

、

と

土

地

土

地

!

f

a

J

が
で
き
る
謡
グ
ル
ー
プ
も
五
年
を
経
ま
し

指
定
統
計
と
よ
ば
れ
る
国
の
一
長
浜
支
部
は
そ
の
一
つ
で
あ

tuい
錆
限
定
ハ
¥
~
い
や

JA--路

盤

機

饗

一

伊

¥;r

ょ
う
習

10し
か
し
少
し
も
じ
よ
う
ず

白

川

崎

日

目

立

日

一

る

下

週

木

曜

日

の

夜

町

体

育

ニ

の

だ

け

に

機

山

M
G
K紅
鱒
鞠
館

ρ一

日

十

機

購

静

7
H
U川

河

川

山

村

山

昨

日

れ

れ

調

査

資

料

を

よ

り

多

く

よ

り

一

館

に

集

ま

っ

て

民

謡

を

習

い

、

る

い

つ

も

人

熔

邸

機

瀦

鱗

;

¥

ず

時

錦

繍

灘

駅

習

ラ

」

と

い

と

楽

し

く

愉

快

に

歌

っ

て

お

高
く
よ
り
広
く
よ
り
深
く
、
な
一
歌
い
、
楽
し
む

o

j

情

あ

ふ

れ

鰍

機

騒

パ

ー

子

機

関

機

購

齢

鱗

藤

盤

機

議

議

青

い

ラ

事

だ

り

ま

す

。

そ

の

昔

、

何

の

力

も

ん

年

も

な

ん

年

も

か

か

っ

て

つ

一

民

謡

の

先

生

は

、

市

る

ば

る

え

る

臭

い

と

機

騒

機

臨

機

織

機

騒

翻

鰯

噛

繍

議

離

欝

議

ぷ

体

と

い

う

。

な

か

っ

た

で

あ

ろ

う

祖

先

の

築

み
た
め
て
、
よ
り
正
確
に
よ
り
一
松
山
市
か
ら
迎
え
る

7
2い

っ

鱗

磯

繍

鱗

離

職

轡

議

鱗

¥

，

川

議

機

機

一

一

一

一

品

伺

リ

ズ

ム

と

き

上

げ

た

歌

声

を

私

た

ち

は

、

詰

仁

川

四

日

い

れ

可

一

四

諸

問

ド

計

習

抗

日

嬢

織

鱗

機

騒

議

議

台

、

吟

JJ-
員
刊
日
刊
行
野
で
山
で
あ
る
い
は
ま
た
ム
ロ
所

し
か
し
こ
の
調
査
は
ぜ
ひ
と
も
一
井
上
弘
美
さ
ん
(
五
十
区
)
か
キ
品
世
田
ぃ
。
こ
れ
鱗
鱗
麟
麟
鰍
鞠
闘
機
側
一
一
概
側
ぬ
い
総
べ
阿
川
一
¥}υ

ゑ

U
J
v
閥

、

一

ー

会

に

な

れ

ば

で

朗

々

と

E
調
民
謡
を
歌
え
る

皆
さ
ん
の
理
解
と
信
頼
が
な
く
一
ら
、
先
輩
に
は
五
十
九
歳
の
井

i

i
を

正

式

に

鱗

織

機

鱗

際

機

ト

品

川

人

町

内

一

一

い

い

一

議

ト

る

味

は

自

分

こ

の

歓

2
5く
の
人
々
に

口

問

射

吋

副

都

民

町

一

日

1
U
U口
一

日

カ

」

品

目

ぃ

鱗

機

騒

騒

鱗

麟

鱗

鰹

)
1
¥》
縦

十

日

目

白

む

れ

向

い

一

七

日

付

れ

は

い

い

…ぃ一一一

1
E問
中
山
町
引
い
魅
正
…
中
町
議
機
騒
機
購
議
麟
麟
駄
勝
目
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号

制

島

一

曲

を

み

ん

す

。

」

L昨

日

目

計

十

認

可

一

u
b紅
白

川

U
M
付

日

付

行

主

訪

日

!

l

l
吉
岡
英
則

こ

れ

を

達

成

す

る

こ

と

だ

と

乞

し

い

市

績

が

こ

れ

を

証

明

し

て

っ

て

、

一

曲

を

マ

ス

タ

ー

で

き

会

員

蜘

え

ま

す

。

そ

れ

に

は

、

第

一

に

一

い

る

る

の

に

約

一

か

月

は

か

か

る

と

…

精
神
が
健
全
で
あ
一
本
部
の
大
会
を
は
じ
め
、
芸
い
う
こ
と
、
そ
れ
だ
け
に
仕
上
〔
男
〕
吉
岡
英
則
、
上
回
喜
一

る
こ
と
、
第
二
に
↑
術
祭
、
ゆ
か
た
会
、
交
流
会
な
げ
の
喜
び
は
ひ
と
し
お
だ
と
義
、
田
淵
功
一
〔
女
〕
尾
上
…

一

ど

の

行

事

に

参

加

す

る

こ

と

が

い

う

。

一

身

体

が

健

全

で

あ

一

ゆ

り

え

、

井

内

キ

ヨ

力

、

提

uv
一

一

会

の

ア

ク

セ

ン

ト

で

あ

り

、

楽

会

費

は

、

先

生

へ

の

月

謝

が

一

る

こ

と

第

三

に

人

一

ズ

ヵ

、

竹

雅

キ

シ

、

東

ア

キ

コ

ヰ

一

し

み

だ

と

も

い

う

こ

と

だ

が

、

ひ

と

り

五

百

円

の

ほ

か

、

会

員

一

お
と
人
と
が
よ
り
切
一
民
習
を
習
っ
て
、
て
日
ご
ろ
よ
の
積
立
金
に
百
円
の
計
六
百
円
上
回
ヨ

νヵ
、
竹
内
ナ
カ
そ
一

密
で
あ
る
こ
と
一

L

一

-
か
っ
た
と
思
え
た
こ
と
は
、
演
現
在
、
入
会
者
を
大
歓
迎
で
田
湖
コ
フ
デ
、
池
田
と
し
こ
、
一

農

そ

し

て

第

四

に

自

一

一一
席
な
ど
に
い
つ
で
も
間
に
合
う
待
っ
て
い
る
。
藤
枝
ナ
ツ
ヱ
、
泉
友
江
、
矢
野
一

然
が
侵
さ
れ
て
い
一

E

て
と
や
、
旅
行
先
で
そ
の
地
の
入
会
し
た
い
方
は
、
会
費
は
美
佐
子
、
堤
仁
三
、
井
上
弘
美
一

:

な

い

こ

と

以

上

の

一

一

説
四
つ
の
こ
と
が
満
一
;
J
f
j
J
E
-
-
J
E
R
E
-
-
-
t
f
f
-
f
r
t
・
-
J
B
a
-
-
-
3
3
・
1
1
4
f
t
'
t
J
J
J
・
-
}
E
Z
J

四

位

た

さ

れ

て

い

る

と

-

一

今

回

は

下

須

戒

地

区

の

中

心

一

当

日

話

が

は

ず

む

よ

う

計

っ

一

と
で
す
。
こ
の
う
一
首
国

3

N
製

部

何

一

部

九

十

五

区

の

常

会

の

あ

り

方

一

て

い

る

。

一

ち
の
ど
れ
が
欠
け
一

4
#
J主
宰
一
を
ス
ク
ー
プ
し
て
み
ま
し
た
。
一
議
元
講
師
で
勉
強
も
一

て
も
幸
福
な
生
活
一

i

一

躍

璽

%

一

=

一

地

一

芝

居

住

し

て

い

る

t

iら
れ

な

い

と

一

森

脇

町

?

と

堕

こ

ん

な

考

え

一

員

や

県

職

員

、

知

識

経

験

者

一

心
い
ま
す
。
中
で
一
窃
出
エ

7
2謹
百

一

一

一

一

を

講

師

に

、

い

ろ

い

ろ

な

勉

一

も

特

に

、

精

神

が

一

輔

引

高

」

唯

一

の

一

一

一

強

も

す

る

。

た

と

え

ば

、

税

一

健
全
で
あ
る
こ
と
↑

L
f吋

A
E一

一

抱

一

一

こ

ん

な

方

法

一

金

の

こ

と

は

税

務

課

長

こ

は

重

要

で

す

。

勇

一

わ

到

飛

査

一

?

=

一

防

犯

や

事

故

防

止

な

ど

の

こ

一

号
、
旺
盛
な
、
一
世
附
昨
腕
託
時
-
常
会
は
単
に
税
金
を
集
め
る
一
と
は
警
察
の
人
を
、
と
い
っ
一

し

か

も

気

高

く

忍

一

山

一

だ

け

に

と

ど

ま

っ

て

は

、

区

一

た

ぐ

あ

い

に

。

一

じ
い
耐
強
い
精
神
が
i
E
乙
の
欄
は
、
お
た
が
一
民
の
集
ま
り
と
し
て
の
意
味
一
物
団
ら
ん
文
書
も
見
て
も
ら
う
一

戸、υ
お
麟
炉
そ
し
て
、
そ
の
健
一
一
い
の
区
の
運
営
の
方
法
一
が
な
い
。
そ
こ
で
こ
の
区
で
一
期
限
的
に
許
さ
れ
る
回
覧
文
一

れ

わ

わ

全

な

精

神

を

絶

え

一

一

な

ど

を

紹

介

し

あ

い

、

一

一

一

は

一

書

、

一

般

文

書

な

ど

の

周

知

一

榊

附

議

ず

保

持

し

て

い

く

で

す

ば

ら

し

い

区

」

づ

区

一

警

が

は

ず

む

よ

う

一

連

絡

事

項

は

、

な

る

べ

く

と

い

h
v喝

1
3と
が
必
要
で
一
…
く
り
へ
の
参
考
に
し
て
均
一
常
会
を
開
く
前
に
、
区
長
と
↑
会
に
回
し
、
こ
の
場
で
徹
底

ロJ
t

す
c

一
一
い
た
だ
く
の
が
ね
ら
い

M
一
班
長
(
五
人
て
そ
れ
に
区
で
一
す
る
よ
う
に
す
る
。
つ
ま
り

つ
ま
り
、
幸
福
一
一
で
す
。
恒
一
設
置
し
て
い
る
。
九
十
五
区
一
「
出
席
し
な
い
と
わ
か
り
ま

な
生
活
へ
の
機
動
一
一
よ
い
こ
と
を
マ
ネ
て
今
一
建
設
委
員
(
有
志
十
二
人
)
一
せ
ん
よ
」
と
い
う
よ
う
に
、
常

力
と
な
る
も
の
は
、
精
神
以
外
戸
も
決
し
て
マ
イ
ナ
ス
に
一
一
一
で
、
常
会
当
日
の
話
し
合
い
一
会
に
重
要
性
を
も
た
せ
る
こ

に
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
私
戸
は
な
り
ま
せ
ん
か
ら
:
の
夕
、
不
(
区
内
の
問
題
点
な
一
と
に
し
て
い
る
。

は
考
え
ま
す
。
一
r
i
l
i
e
-
-
Z
E
E
-
i
Z
E
E
-
ど
)
を
用
意
整
理
し
て
お
き

愛
媛
民
謡
同
好
会

ill 
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i! 1 ， 1 
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1I1 

111 

11: ! 
111 ! 
1; ，1 
I i: 1 
1 i; I 

1 i' I 
1 i:! 

長

と

アイテヤr
、ぶ

散歩を楽しむ武智さん

私
た
ち
の
生
活
は
、
ほ
ん
と

う
に
豊
か
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
生
活
が
で
ぎ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
経
済
の

高
度
成
長
に
よ
る
も
の
で
あ
る

こ
と
は
、
み
な
さ
ん
も
ご
存
知

で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
そ
の
反
面
、
社
会

的
に
大
変
な
欠
点
を
生
じ
た
こ

と
を
見
逃
す
わ
け
に
は
ゆ
き
ま

せ
ん
。
例
を
あ
げ
れ
ば
、
公
害

問
題
、
交
通
事
故
、
そ
し
て
人

間
疎
外
の
現
象
な
ど
で
す
。

い
っ
た
い
、
こ
ラ
し
た
問
題

が
生
じ
る
原
因
は
ど
こ
に
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
。
企
業
者
や
為

政
者
の
生
産
中
心
主
義
の
姿
勢

か
ら
か
、
私
た
ち
の
生
活
態
度

か
ら
か
、
あ
る
い
は
、
豊
か
さ

や
過
密
状
態
や
機
械
化
か
ら
か

は
た
ま
た
目
的
の
喪
失
か
ら
な

の
で
し
ょ
う
か
。

た
ぶ
ん
私
は
、
そ
れ
ら
の
す

べ
て
の
も
の
が
相
関
連
し
て
発

生
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
が
す

べ
て
で
は
な
く
、
も
っ
と
ほ
か

に
も
何
か
が
あ
る
と
思
い
ま
す

そ
れ
は
、
「
過
剰
殺
り
く
」
で
す

私
た
ち
の
生
活
は
、
ば
く
大
な

物
と
大
量
の
情
報
に
よ
っ
て
つ

く
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
ラ
し
た

生
活
環
境
の
中
に
置
か
れ
て
い

る
私
た
ち
は
、
外
か
ら
の
無
数

の
刺
激
に
振
り
回
さ
れ
、
感
覚

が
マ
ヒ
し
、
い
つ
し
か
自
分
と

い
ラ
も
の
が
理
解
で
き
な
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
こ

の
よ
ラ
に
な
っ
て
ゆ
く
こ
と
の

原
因
を
考
え
る
と
、
つ
ま
り
は

豊
か
な
生
活
を
ス
ロ
l
ガ
シ
と

し
た
こ
と
に
よ
る
し
わ
ょ
せ
と

も
い
え
そ
う
で
す
。

今
、
私
た
ち
は
、
豊
一
か
な
生

活
の
追
求
に
疑
問
を
抱
さ
つ
つ

あ
る
よ
う
で
す
。
そ
こ
で
今
の

私
た
ち
は
何
を
ど
う
す
れ
ば
よ

い
の
で
し
ょ
う
か
。

私
は
息
い
ま
す
。
今
こ
そ

「
幸
福
な
生
活
の
追
求
」
を
と

幸
福
の
希
求
は
人
類
す
べ
て
の

願
い
で
あ
り
、
今
日
的
問
題
と

し
て
強
く
見
つ
め
る
必
要
が
あ

る
も
の
で
す
。

そ
れ
で
は
「
幸
福
な
生
活
」

と
は
ど
ん
な
生
活
な
の
か
。

支

浜

部

学E堂藤坊A 
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務
開
始

定
員
い
っ
ぱ
い
で

事L

が
露

11 

〉

さ
る
五
月
一
目
、
午
前
八
時

ご
ろ
、
大
字
長
浜
の
農
協
共
選

場
前
の
県
道
で
、
自
転
車
に
乗

っ
て
い
た
櫛
生
の
岡
本
千
代
子

さ
ん
(
四
十
二
一
才
)
が
大
型
ダ

ン
プ
カ
ー
に
は
ね
ら
れ
た
う
え

タ
イ
ヤ
の
下
敷
き
と
な
っ
て
即

死
さ
れ
ま
し
た
。

警
察
の
調
べ
に
よ
る
と
、
事

故
の
原
因
は
、
運
転
手
の
確
認

迫
田
り
、
わ
き
見
運
転
だ
と
い
ラ

乙
と
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
行
部
一
合

l
ズ

ン
で
す
。

1
4

な
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ

に
行
楽
プ
ラ
ン
を
立
て
ら
れ
て

い
る
こ
と
で
し
ょ
ラ

Q

中
に
は

家
族
そ
ろ
っ
て
お
父
さ
ん
や
お

母
さ
ん
の
運
転
す

る
自
家
用
車
で
遠

出
を
さ
れ
る
方
も

あ
り
ま
し
ょ
ラ
が

運
転
を
さ
れ
る
方

は
、
く
れ
ぐ
れ
も

油
断
を
さ
れ
な
い

よ
う
、
交
通
ル
ー

ル
を
必
ず
守
っ
て

安
全
運
転
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
良
い
気
候
に
な
り
ま

し
た
の
で
、
外
で
遊
ぶ
こ
ど
も

さ
ん
や
お
年
寄
り
が
ふ
え
て
い

ま
す
。
注
意
の
上
に
も
注
意
を

し
て
く
だ
さ
い
。

歩
く
人
、
運
転
す
る
人
一
体

と
な
っ
て
、
ふ
た
た
び
こ
の
よ

ラ
な
重
大
事
故
を
起
こ
さ
な
い

よ
ラ
反
省
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

と
こ
ろ
で
、
万
一
に
そ
な
え

愛
媛
県
交
通
災
害
共
済
に
加
入

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

掛
金
は
一
日
一
円
、
年
三
百

六
十
円
で
、
こ
の
共
済
に
加
入

し
て
い
る
と
、
こ
ん
ど
の
岡
本

さ
ん
の
よ
う
な
死
亡
事
故
の
場

〉v 〉〉v 

~9 月京まで

伊予銀行へ

(なお実施日の前日と当日は有線放送でもお知}
らせします。予定変更のときも有線放送で / 

内
ゆ
用
保
健
事
業
一
一
時
剛
一
閤
襲

次
の
よ
う
な
症

ださ

ー
、
有
熱
患
者
、
心
臓
血
管
系
、
腎
臓
ま
た
は
肝
臓
に
疾
患

の
あ
る
方

糖
尿
病
患
者
、
脚
気
患
者
、
そ
の
他
医
師
が
予
防
接
種

を
お
こ
な
う
こ
と
が
不
適
当
と
認
め
る
疾
病
に
か
か
っ

て
い
る
方

2
、
病
後
衰
弱
者
ま
た
は
著
し
い
栄
養
障
害
者

5
、
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
の
方
、
ま
た
は
、
け
い
れ
ん
性
体
質

の
方

4
、
妊
産
婦

財
団
嶋
崎
同
一

門
該
当
者
〕
昭
和
何
年
?
月
1
日
か
ら

昭
和
川
崎
年
4
月
初
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

(
母
子
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
)

い

つ

一

受

付

時

間

一

と

こ

ろ

一

当

日

該

当

者

4
日
一
午
後
1
・
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一
長
浜
町
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宵
富
一
“
年
1
月
1
日
か
ら
同
年
4
月

一

一

E
2
田
生
J

A

E

一
初
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

回
日
一
午
後
1
0
珂

I
3

一
長
浜
町
体
育
館
一
何
年
9
月
1
日
か
ら
同
年
刊
は
月

一

一

rfa間
企
一
引
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

一
即
刻
劇
科
一
門
該
当
者
〕
満
一
才
以
上
の
希
望
者

一
予
防
接
種
一
初
四
九
初
め
て
接
種
を
受
け
る
希
望
者
)
:
二
回
接
種
じ

て
く
だ
さ
い

追
加
(
初
回
を
完
了
し
て
毎
年
受
け
て
い
る
方
)
:
i
一

回
接
種
で
よ
い

門
料
金
〕
初
回
の
方
一
二

O
O円
⑧
体
温
を
は
か
つ
て

追
加
の
方
一
五

O
円

お

い

て

く

だ

さ

い

い

つ
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受

付

時

間

一

回

数
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と

こ
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当
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該
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者
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館
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倒
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一
回
川
問
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門
日
ー
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関
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1岡
閣
川
ぺ
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川

「
位
同
芹
崎
川
い
円
四
い
は
円
|
|
「
ロ
ー
一
大
和
小
学
-
院
|
一
一
般
。
小
'
保

民
同
陣
峰
イ
ド
出
川
門
町
L
i
l
l
i
-
-
直
幌
町
体
育
館
一
一
同
町
a

山
川
市

一

周

囚

骨

骨

閣

日

目

引

制

問

一

一
門
該
当
者
〕
満
六
才
以
上
の
方
全
員
で
す

一
へ
た
だ
し
小
、
中
、
高
校
の
児
童
生
徒
お
よ
び
事
業
所
に
勤
め
て
い
る
方
は
J

一
戸
各
学
校
お
よ
び
事
業
所
で
行
な
い
ま
す
か
ら
除
外
し
ま
す
。
」

(
必
ず
個
人
通
知
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
)
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引
剛
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弔
劃
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剖
uul
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閥
1
1
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M
版
ベ
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副
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1
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川
酌
弔
嗣
川
山
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午
後
ー
引
ー
l
E
珂
岡
町
倒
割
問
|
|
一
ベ
岡
川
制
バ
片
側
|

何
日
一
回
宅
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